
（　）は、令和８年累計
・救　急 ………35件 （159件） 
・火　災 ……… 1件 （    4件）
・救　助 ……… 1件 （　 2件）

・風水害 ……… 1件 （  1件） 
・捜　索 ……… 1件 （  2件）
・その他 ……… 2件 （15件） 合計 …… 41件 （183）

５月
出動状況

第50回沖縄県消防救助技術
指導会に出場しました！
第50回沖縄県消防救助技術
指導会に出場しました！

消防だより 令和８年7月号

　５月22日（金）に沖縄県消防学校（中城村）で開催された「第50回沖縄県消防救助技術指導会」に、久米
島町消防本部から７名の隊員が4種目の訓練に出場しました。

　この指導会は消防活動において必要とされる迅速性、確
実性、安全性を養うための訓練で、ロープを結ぶ（結索）、
はしごを駆け上がる・ロープを登る（登はん）、ロープを渡
る（渡過）、煙道に進入する（ほふく）など、さまざまな救
助現場を想定して行われます。
　そのなかで上江洲遥也消防士（ロープブリッジ渡過）と、
宮里洸消防士（はしご登はん）が見事入賞を果たしました。
　久米島町消防本部では日々の訓練に励み、町民の安全・
安心のために努めてまいります。
※入賞＝基準タイム内で訓練を行い、審査において減点がない
こと。入賞隊員

前列左：上江洲消防士　前列右：宮里消防士

公式インスタグラムのフォロー、いいね！をよろしくお願いします！

「久米島消防の日常」を発信！

海のキケン生物にご を！海のキケン生物にご 　　を！注意

　急なケガや病気の際、救急車を呼んだ方がいいか、今すぐ病院に行っ
た方がいいかなど、判断に迷うことがあると思います。
　そんなとき、専門家からアドバイスを受けることができる電話相談
窓口が＃７１１９（救急安心センター事業）です。
　寄せられた相談は、電話口で医師、看護師、相談員がお話を伺い、
病気やケガの症状を把握して救急車を呼んだ方がいいか、急いで病院
を受診した方がいいかなどを案内します。

こんなときは♯7119をご利用ください！

　海水浴シーズンを迎えている久米島町においても、海の
キケン生物には十分注意が必要です。
　県内では毎年100件前後の海のキケン生物による刺咬症
被害が報告されています。海水浴をする際は、ラッシュガー
ドを着て底の厚いレジャーシューズを履くなどの対策をす
ることを心掛けましょう。
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☎985－5555
午前8時30分～11時
午後1時～4時

受付
時間

公立久米島病院だより
7月・8月の休診日：毎週日曜・月曜、7/21（火）、8月11日(火)

公立久米島病院　小児科 渡邉　幸

東京ベイ・浦安市川医療センター　草野　侑嗣みんなで防ごう！熱中症

「親子の休戦宣言」

　「早くして！」「今やろうと思っ
てたのに！」毎日の親子バトルに
疲れてしまうことはありません
か？　4～5歳になると、自分でで
きることが増えますが、まだまだうまくはできませ
ん。今は、“自分でやる”を練習している時期です。
親はつい急かしたり注意したりします。でも子ども
は、「自分でやりたい」気持ちが強い時期。手伝わ
れると嫌がり、急かされると混乱し、注意されると
反発します。大切なのは、「戦うこと」ではなく、
子どもの“やりたい気持ち”を受け止めること。そ
の積み重ねが、自主性や親子の信頼関係を育てます。

1.「自分でやる力」を身につける事がこの時期の発
達課題

　忙しい毎日の中ではつい「今すぐ動いてほしい」
と思ってしまいます。でも長い目でみると育てた
いのは「自分で考える力」「やってみる力」。多少
遅くても、不恰好でも「自分でやった」ことに意
味があります。周囲と折り合う力も、まず「自分
でやる力」が育つことが土台になります。この時
期に忍耐強く「待つ」ことはこれからの力を育て
る基盤になります。

2.「失敗込み」で子どもの脳は育つ
　親は失敗させないことを優先しがちですが、子ど
もにとっては、「間違える」「やり直す」こと自体が
貴重な経験。「先回り」で注意されるより、失敗し
て“結果を自分で受け止める”経験の方が重要です。
また、「失敗」を受け止めてもらえると「親が自分
を信じてくれている」と感じます。すぐに注意した
くなる気持ちを少し脇に置き、「練習中」と思って
見守ってみましょう。

3. 子どもの反発は「親の拒否」ではなく必要な「自
己主張」

　子どもの反発は「親を試している」「親を舐めて
いる」からではありません。子どもは親に勝ちたい
のではなく、「自分でやりたい」のです。戦闘モー
ドになるとお互い引けなくなります。反発してきた
時は、「お、そうきたか」と受け止める余裕を持ち、
子どものペースに巻き込まれすぎないようにしま
しょう。
　この時期の発達を知ることで、「なんでこんなに
反発するの？」が「成長している途中なんだな」に
少し変わるかもしれません。親子の「休戦」が少し
でも増えることを願っています。

　こんにちは！ 4月から6月までの3ヶ月間、公立
久米島病院で勤務していた草野です。普段は千葉
県の東京ベイ・浦安市川医療センターで勤務して
います。去年の10月から12月に引き続き再び久米
島病院で勤務することになり大変光栄です。

高齢者は熱中症に要注意>>
　すっかり暑くなり本格的な夏の季節です。医療
現場から皆様へ、この時期にどうしても知ってお
いてほしいのが「熱中症」についてです。
　「自分は元気だから大丈夫」と思っていません
か？実は、熱中症で病院に運ばれる方の約半数は
高齢者です。人間は年齢を重ねると、暑さや喉の
渇きを感じるセンサーが少しずつ鈍くなっていく
と言われています。そのため、自分では喉が渇い
たと思っていなくても、気づかないうちに体の中
の水分が足りなくなってしまう方がとても多いの
です。

我慢は禁物！お家の中でも対策を>>
　また、熱中症はお家の中でもたくさん起きてい
ます。とても悲しいことに、お家の中で熱中症で
亡くなった方のうち、約9割がエアコンを使用して

いなかったことが分かっています。
　久米島ではエアコンがないお家もたくさんある
かと思います。エ
アコンがあるお家
ではもったいない
と我慢せず、お部
屋が暑いときはぜ
ひ使ってください。
もしエアコンがない場合は、すだれ等で直射日光
を遮り、扇風機で風をよく通すなどできる工夫を
してくださいね。

渇く前の水分補給、異変があれば救急車>>
　対策の基本は、「のどが渇く前に、こまめに水分
をとること」です。特に、朝起きたとき、農作業
の前後、お風呂の前後などは、喉が渇いていなく
ても意識してコップ一杯の水分をとる癖をつけま
しょう。
　もしも、周囲の方の返事がおかしい、呼びかけ
に反応しないなど意識の異常がみられた場合は、
すぐに救急車を呼んでください。みんなで正しい
知識を持ち、久米島の夏を元気に笑顔で乗り切り
ましょう。
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